
「
闘
う
議
長
」
が
リ
ー
ド
し
、

議
会
改
革
の
さ
ら
な
る
推
進
を

全
国
知
事
会
は
梶
原
拓
・
前
会
長
時
代
、
「
闘
う
知
事
会
」
を
標
模
し
て
い
た
が
、
い
ま
や
威
勢
の
よ
い
掛
け

声
は
影
を
ひ
そ
め
る
。
一
方
、
徐
々
に
存
在
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
の
が
議
長
だ
。
1
0
月
末
に
は
そ

の
も
の
ズ
パ
リ
の
「
闘
う
議
長
座
談
会
」
が
都
内
で
開
催
さ
れ
た
。
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議
長
・
議
会

の
今
後
の
あ
り
方
を
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
か
ら
探
っ
て
み
た
。
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承
認
機
関
か
ら

立
法
機
関
へ

「
単
な
る
承
認
機
関
と
し
て
の
議
会
な
ら

要
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
一
般
的
な
市
民

の
評
価
。
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会

で
は
地
方
公
共
団
体
か
ら
地
方
政
府
に
な

る
こ
と
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
そ
の
た
め

に
は
議
会
が
立
法
機
関
と
し
て
機
能
を
発

揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

1
0
月
2
7
日
、
早
稲
田
大
学
で
「
闘
う

議
長
座
談
会
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
か
れ
た
。
主
催
し
た
早
大
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
研
究
所
の
北
川
正
恭
所
長
（
前
三
重

県
知
事
）
は
基
調
講
演
の
中
で
、
こ
の
よ

う
に
議
会
の
役
割
を
強
調
。
議
会
に
よ
る

内
発
的
改
革
を
求
め
る
と
と
も
に
「
執
行

部
よ
り
も
議
会
が
変
わ
る
ほ
う
が
は
る
か

に
影
響
力
が
大
き
い
」
と
さ
ら
な
る
奮
起

を
呼
び
か
け
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
松
田
良
昭
氏

（
神
奈
川
県
）
、
上
渾
義
一
氏
（
長
野
県
飯

田
市
）
、
橋
場
利
勝
氏
（
北
海
道
栗
山

町
）
、
溝
部
幸
基
氏
（
北
海
道
福
島
町
）

の
4
議
長
が
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
登
場
し
た
。

松
田
氏
は
今
年
5
月
の
議
長
選
で
議
長

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
掲
げ
て
議
長
に
当
選
。

開
か
れ
た
議
会
づ
く
り
や
諌
会
基
本
条
例

の
検
討
、
議
会
局
の
覿
化
な
ど
を
進
め
て

お
り
、
「
知
事
と
は
抑
制
・
均
衡
の
関
係

が
大
事
。
議
会
改
革
に
よ
っ
て
、
県
民
満

足
度
日
本
一
の
県
議
会
を
め
ざ
す
」
と
話

し
た
。飯田
市
議
会
は
0
6
年
9
月
、
議
員
提

案
に
よ
る
自
治
基
本
条
例
を
制
定
。
議
会

に
市
民
会
議
を
設
置
、
2
回
に
わ
た
っ
て

市
内
却
地
区
で
説
明
会
を
行
う
な
ど
3

年
半
も
の
歳
月
を
か
け
て
条
例
を
作
り
上

げ
た
。
上
渾
議
長
は
、
「
市
民
の
た
め
に
」

を
合
い
言
葉
に
議
会
主
導
で
取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
を
説
明
。
市
民
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
に
は
「
ま
ず
、
議
員
自
ら

が
変
わ
る
」
必
要
性
を
指
摘
し
た
。

［
関
前
」
の
感
覚
を
藁
］

栗
山
町
は
0
6
年
5
月
、
全
国
初
の
議
会

基
本
条
例
を
制
定
し
た
こ
と
で
知
ら
れ

る
。
条
例
は
全
国
的
な
注
目
を
集
め
、
今

年
1
0
月
末
現
在
の
視
察
数
は
1
9
4
団
体

約
1
7
0
0
人
に
も
及
ぶ
。
0
0
年
の
議
長

就
任
後
、
議
会
改
革
を
牽
引
し
て
き
た
橋

場
議
長
は
「
基
本
条
例
の
特
徴
は
4
年
半

に
及
ぶ
議
会
の
実
践
を
盛
り
込
ん
だ
こ
と



松
沢
成
文
・
神
奈
川
県
知
事
と

福
井
県
議
会
「
県
民
連
合
」
が
大
賞
受
賞

－
－
⊥
第
2
回
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞

首
長
や
地
方
議
会
・
議
員
の
政
策
を
表
彰
す
る

「
第
2
回
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
（
首
長
・
談
合
）
」
の
授
賞
式
が
1
1
月
9
日
、

東
京
こ
ハ
本
木
ア
カ
デ
ミ
ー
ヒ
ル
ズ
で
開
か
れ
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
（
グ
ラ
ン
プ
リ
）
の
議
会
部
門
に

福
井
県
議
会
の
合
流
「
県
民
連
合
」
が
、
首
長
部
門
で
は
松
沢
成
文
・
神
奈
川
県
知
事
が
選
ば
れ
た
。

全
国
か
ら
5
4
7
件
の
応
募

「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
」
は
昨
年
、
地
方

議
会
に
お
け
る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
普
及

第2回マニフェスト対象の受賞者と審査委員長の北川正恭氏（中

央）。首長部門を設けた今回は昨年を大幅に上回る547件の応募が
あった（11月9日、六本木アカデミーヒルズで）。

を
め
ざ
し
て
い
る
「
ロ
ー
カ
ル
・
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
推
進
地
方
議
員
連
盟
」
が
創
設

し
た
（
早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研

究
所
な
ど
が
共
催
）
。
こ
れ
ま
で
余
り

注
目
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
地
方
議

会
・
議
月
の
政
策
を
表
彰
す
る
こ
と

で
、
地
方
議
員
の
政
策
繰
言
能
力
の
向

上
を
図
る
こ
と
が
目
的
。
今
回
か
ら
首

長
部
門
を
加
え
た
。
今
年
5
月
か
ら
8

月
未
に
か
け
て
募
集
、
全
国
か
ら
3
3

8
団
体
5
4
7
件
（
昨
年
は
1
3
6
団

体
2
2
1
件
）
の
応
募
が
あ
っ
た
。

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
の
首
長
部
門
は

松
沢
神
奈
川
県
知
事
、
地
方
議
会
部
門

は
、
今
年
4
月
の
県
議
選
で
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
を
掲
げ
、
7
月
に
政
治
倫
理
条
例

を
制
定
さ
せ
た
福
井
県
議
会
の
県
民
連

合
が
受
賞
。
県
民
連
合
は
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
の
冒
頭
に
議
会
改
革
を
掲
げ
、
「
毎

年
最
低
1
本
の
政
策
条
例
を
提
案
す

る
」
と
明
記
。
わ
ず
か
6
人
の
少
数
会

派
だ
が
、
他
会
派
と
協
議
し
賛
成
多
数

で
同
条
例
を
可
決
さ
せ
た
。

審
査
委
員
長
の
北
川
正
恭
・
早
大
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究
所
長
は
「
少
数
会
派

で
も
政
策
を
実
現
で
き
る
こ
と
を
示
し

た
」
と
高
く
評
価
。
県
民
連
合
代
表
の

野
田
富
久
県
議
は
「
受
賞
を
弾
み
に
、

他
の
政
策
条
例
も
制
定
し
て
い
き
た

い
」
な
ど
と
挨
拶
し
た
。

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
「
標
準
装
備
」

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
地
域
自
立
を
促
進
す
る
政
策
を
実

現
さ
せ
た
会
派
を
対
象
と
し
た
最
優
秀

成
果
・
会
派
賞
は
静
岡
市
議
会
の
静
政

会
、
同
議
会
糞
は
北
海
道
福
島
町
議
会

と
、
二
元
代
表
制
を
強
く
意
識
し
た
こ
と
」

と
説
明
。
町
民
に
議
会
活
動
を
説
明
す
る

議
会
報
告
会
、
町
民
や
団
体
な
ど
と
必

要
に
応
じ
て
「
一
般
会
議
」
を
開
く
な
ど

町
民
参
加
を
進
め
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も

町
民
か
ら
は
「
当
た
り
前
の
こ
と
だ
」
と

言
わ
れ
る
と
い
う
。

橋
場
議
長
は
「
町
民
か
ら
見
て
当
た
り

前
の
こ
と
を
、
当
た
り
前
に
取
り
組
む
の

が
議
会
の
務
め
」
と
指
摘
。
中
長
期
財
政

計
画
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
「
あ
れ
も
こ
れ
も
、

と
言
わ
な
い
の
が
私
た
ち
の
議
会
。
町
民

に
も
町
が
置
か
れ
て
い
る
財
政
状
況
を
し

っ
か
り
説
明
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

［
離
詣
誹
」
を
確
認
］

福
島
町
の
溝
部
議
長
は
ま
ず
、
テ
ー
マ

の
「
闘
う
議
長
」
に
つ
い
て
「
自
分
は
誰

と
捕
っ
て
い
る
の
か
と
考
え
た
。
国
や
県
、

あ
る
い
は
行
政
・
町
民
で
は
な
く
自
分
自

身
と
の
闘
い
だ
っ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

9
9
年
の
議
長
就
任
後
、
「
で
き
る
と
こ
ろ

か
ら
」
を
合
い
言
葉
に
「
開
か
れ
た
議
会

づ
く
り
」
を
推
進
。
一
般
質
問
に
お
け
る

一
間
一
答
方
式
の
導
入
や
各
種
団
体
と
の

懇
談
会
、
選
挙
公
報
の
発
行
な
ど
を
進
め
、

0
5
年
度
に
は
全
国
初
の
議
会
・
議
員
の
自

己
評
価
制
度
を
導
入
し
た
。

そ
の
後
も
夜
間
議
会
や
町
民
懇
談
会
の
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